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研究成果の概要（和文）：本研究では、高砂香料と食品総合研究所の協力の下、乳児の視覚と嗅覚の連合学習について
検討した。嗅覚刺激は日本でなじみの少ない香辛料のスターアニスを用い、嗅覚（オモチャのにおい）と視覚（オモチ
ャの外形）の学習過程を検討した。被験者は5－8ヶ月の乳児であった。その結果、女児のみアニスのニオイとオモチャ
の連合が成立する結果が得られた。さらにこの視覚と嗅覚の連合学習を検討する目的で、1歳前後の乳児を対象に、同
じオモチャを用いて、リーチング行動を指標にした実験を計画した。また、食物の選好を決定する過程に対して視覚が
果たす役割も検討した。これらの結果を学会発表を経て論文化し、現在投稿中である。

研究成果の概要（英文）：In this research, we investigated an associative learning between visual and 
olfactory information in infants. We used an anise as an olfactory stimuli afforded by Takasago Co. and 
National Food Research Institute and a toy as a visual stimulus. Results obtained by the experiments on 
5- to 8-month-old infants showed that only female infants learned the relationship between visual and 
olfactory stimuli. Similar experiments were conducted on infants at around 1 year old using reaching 
behavior as a measurement. We also studied a role of visual information to determine the preference for 
food in developmental processes. Now we are preparing to submit the paper about these topics.

研究分野：心理学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 
成人を対象とした研究では、嗅覚情報と一
致した視覚刺激を選好することが示されて
いる（Seo et.al,2010）。乳児を対象とした嗅
覚の研究では、生後 4日の新生児が粉ミルク
と母乳のにおいの弁別が可能であることが
示されている（Marlier & Schaal,2005）も
のの、より広い対象の嗅覚を扱った研究は少
なく、視覚と嗅覚の関係を検討している研究
は、申請者がイチゴとトマトの視嗅覚相互作
用の実験を報告したものが最初であり(Wada 
et a.,2012)、その学習過程を検討した研究は
いまだ誰も成功していない。そこで、乳児の
視知覚に関する実験的研究を行う申請代表
者のグループと、香料に関しては国内外にも
認知された高砂香料、わが国の食に関するス
タンダードを作る食品総合研究所の共同の
もとで、乳児を対象に視覚と嗅覚の学習過程
を解明する研究に着手しようと考えた。視覚
的に慣れ親しんだ、たとえばバナナやイチゴ
のような対象の選好に、嗅覚がどの程度かか
わるかを探るための人工的な学習過程を設
定する。 
嗅覚は発達初期から機能し食物ともかか
わりがあり、生態学的に重要な感覚である。
その発達初期の学習過程を明らかにするこ
と、視覚と嗅覚の連合過程を探ることは、食
の文化や食育を考える上でも、今後重要なテ
ーマとなると考える。本研究の特徴は、成人
になると文化圏に特有となる嗅覚が、発達初
期過程にどのように獲得されるのかを、乳児
を対象とした学習実験を通じて、実験的に証
明していく点にある。文化圏特有のにおいや
香辛料に関しては、これまで文献による研究
や、文化人類学的な研究が多く行われ、実験
的に解明した研究は少ない。こうした文献研
究は有効な方法論ではあるが、その獲得過程
を、実際に特定の香辛料を用いて検討する試
みは、かつて一度も行われておらず、世界初
の試みとなる。 
本研究では、中華の香辛料ではポピュラー
なスターアニスを嗅覚刺激として扱う。スタ
ーアニスを玩具（キャラクターのぬいぐるみ
でできた布製のラトル）に内包し、2 週間親
の目が届く日中に乳児の腕に装着して遊ん
でもらい、視覚と嗅覚の連合を検討する。す
なわち、学習が成立した場合に、慣れ親しん
だ視覚刺激である玩具への選好時に、嗅覚が
どの程度の影響を及ぼすかを調べることと
する。なお、スターアニスは日本の家庭の中
ではあまり使用されないことから学習過程
を解明するのに適した素材であり、香料の乳
児に対する安全性も確認され、玩具への包含
も安全に徹して行うこととした。 
食物や香辛料については、国や文化圏ごとに
顕著な特徴がある。こうした味やにおいに関
する文化は、子どもの頃からの学習により成
立するものと考えられるが、それはいつごろ
から、どのような発達メカニズムによって獲

得され維持されているのだろうか。本研究で
は、香料を高砂香料に提供してもらい、食品
総合研究所の監修のもと、嗅覚と視覚の連合
学習のパラダイムを用いて、乳児を対象に実
験的な検討を行う。においと視覚の連合は、
その後の食文化にもつながる生態学的にも
重要なテーマである。発達初期の学習が解明
されれば、その後の食育のプログラムを検討
する指針となる、重要な課題であると考える。 
本研究は、発達初期に嗅覚と視覚がどのよ
うに連合して学習されるかにチャレンジす
る初の試みである。日本の家庭では触れられ
ることの少ない香辛料である「スターアニ
ス」を玩具の中に入れて学習させ、視覚と嗅
覚の連合を調べる。発達初期の段階において、
視覚と嗅覚が日常の経験の中でどのように
習得されるかを調べることは、文化による匂
いの嗜好や感じ方の差がどのように培われ
るかを明示的に示す試みとしての発展も可
能となる重要な研究となろう。「スターアニ
ス」という香辛料を乳児に呈示することで、
においと玩具の視覚情報との連合を検討す
る本実験計画は、においという文化の獲得過
程を実証的に検討するという意味で、ユニー
クかつオリジナルなチャレンジである。「ス
ターアニス」という、特定の文化圏以外では
その香料がなじみのないにおいを使用する
ことは、その学習を統制するという点におい
て重要である。日本人にとって新奇の香料を
使用することで、その香料への接触経験を統
制し、発達をコントロールした上での検討を
行う点も、本研究の特徴といえる。 
食物や香辛料については、国や文化圏ごと
に顕著な特徴がある。ベトナム料理、タイ料
理、日本料理、中華料理、イタリア料理など
には、パクチー、かつおだし、八角、にんに
く、唐辛子など、文化圏特有の香辛料やダシ
が存在する。こうした味やにおいに関する文
化は、子どもの頃からの学習により成立する
ものと考えられるが、それはいつごろから、
どのような発達メカニズムによって獲得さ
れ維持されているのだろうか。本研究計画で
は、日本の家庭では触れる機会の少ない香辛
料のスターアニスを用いて、発達初期の嗅覚
と視覚の連合の学習過程を検討する。具体的
には、中華料理などで用いられる八角（アニ
ス）の香料を高砂香料に提供してもらい、食
品総合研究所の監修のもと、嗅覚と視覚の連
合学習のパラダイムを用いて、乳児を対象に
実験的な検討を行う。においと視覚の連合は、
その後の食文化にもつながる生態学的にも
重要なテーマである。発達初期の学習が解明
されれば、その後の食育のプログラムを検討
する指針となる、重要な課題であろう。 
     
２．研究の目的 
 
異なる感覚間の交互作用の研究は主に視
聴覚の間で検討されてきたが、発達初期から
機能し食物ともかかわりがあり、生態学的に



重要な感覚である嗅覚を扱うことは検討さ
れていない。本研究では、高砂香料と食品総
合研究所の協力の下、乳児の視覚と嗅覚の連
合学習について検討した。一般に、食物のに
おいは文化圏ごとに顕著な特徴があり、子ど
もの頃からの学習により成立すると考えら
れる。本研究では、いつごろにどのような発
達メカニズムのもとで獲得されるのかを検
討することにチャレンジするため、嗅覚を玩
具に入れて学習させ、その後の視覚選好に嗅
覚が及ぼす影響を調べる実験を行った。嗅覚
は日本でなじみの少ない香辛料のスターア
ニスを用い、嗅覚（玩具のにおい）と視覚（玩
具の外形）の学習過程を検討した。 
 
３．研究の方法 
 
視覚と嗅覚の連合の学習過程を、人工的な
学習課題で明らかにすることを目的とした
実験研究を行った。 
日本の家庭ではあまり使用されないスタ
ーアニスの香料を布製の玩具（ラトル）に入
れて学習させる。スターアニスのにおいのつ
いた布製玩具を 14 日間学習させ、玩具への
視覚選好に学習したにおいの影響を調べる
実験を行った。これまでの申請者の研究
(Wada et a.,2012)で、イチゴの視覚と嗅覚の
相互作用が見られた生後 5-8ヶ月の乳児を対
象にとして実験を行った。生後 6-8ヶ月でも
既存の食べ物であるイチゴにおいて視覚と
嗅覚の相互作用がみられたことから、その学
習過程を探る検討を行った。実験は２つの段
階で構成された。１つはスターアニスを内包
したオモチャで日常的に赤ちゃんに遊ばせ
ることで、オモチャとスターアニスの嗅覚の
連合学習を家庭内において実行する「学習段
階」であった。次に、学習した玩具の視覚刺
激にこのにおいの情報がどのように影響を
与えるかを、選好注視法によってチェックす
る「テスト段階」であった。 
学習段階においては、腕にはめることで身
体に密着させるラトルを２つ用意した。一方
はスターアニスの香料を内部に装着した。こ
うして、あるオモチャと遊ぶときにのみ、赤
ちゃんはアニスのにおいをかいだ嗅覚と視
覚の連合学習を行った。もう一方は統制刺激
の玩具であり、においは入れずに同じ期間だ
け学習させた。14日間の学習を経た後に、２
つの玩具の画像をコンピュータ上に対呈示
し、選好を調べた。その際に、スターアニス
のにおいを拡散させた場合の選好注視の変
化を確認した。もし 14日という短い期間で、
家庭内で乳児が嗅覚と視覚を連合させるこ
とができれば、スターアニスのにおいと連合
したオモチャを選好注視すると予測した。な
お、これまでの申請者の共同研究では(Wada 
et a.,2012)、生後 6－8ヶ月の乳児でイチゴの
画像の選好にイチゴのにおいによる連合の
効果があることを確認した。すなわち、食べ
た経験がない幼い乳児であっても、身近に見

たり触れたりするだけで、視覚と嗅覚の連合
が成立する可能性があった。この知見に基づ
き、家庭内で人工的に学習させた際の連合の
効果を、実験室内での選好注視実験で行うこ
ととした。 
オモチャの画像はコンピュータに左右に
提示し、スターアニスの香料をアロマディヒ
ューザーで拡散させ、においの刺激を呈示し
た条件下での、画像に対する選好注視法によ
る注視時間の測定を行い、注視時間に対する
においの影響を調べた。選好を調べる実験は、
学習完了後 1週間以内と 2週間以内の二度行
い、学習の持続も調べることとした。 
スターアニスを嗅覚刺激として選定した
理由は、日本では一般家庭で使用されること
が少ない特徴的な食品のにおいであり、実験
条件として接触経験の統制を行うことが可
能であるからである。香料の乳児に対する安
全性も確認され、玩具への包含も安全に徹し
て行うこととした。 
本研究の結果は、情報の符号化時と想起時
に同じ文脈刺激が呈示されることにより、想
起成績が促進されるという文脈依存記憶が、
乳児においても存在することを示唆してい
るものと思われた。 
 
４．研究成果 
 
異なる感覚間の相互作用の研究は主に視
聴覚の間で検討されてきたが、発達初期から
機能し食物ともかかわりがあり、生態学的に
重要な感覚である嗅覚を扱うことは検討さ
れていない。そこで本研究では、乳児の視覚
と嗅覚の連合学習について検討した。アニス
を香料として手首に装着するオモチャ準備
し、これを持ち帰ってもらって遊ばせること
で視嗅覚の連合学習を成立させる。そののち
に、嗅覚刺激を呈示しながら、視覚刺激の選
好を、選好注視法によって検討した。被験者
は 5－8 ヶ月の乳児であった。その結果、女
児のみアニスのニオイとオモチャの連合が
成立する結果が得られた。 
さらにこの視覚と嗅覚の連合学習を検討
する目的で、1 歳児を対象に、同じオモチャ
を用いて、リーチング行動を指標にした実験
を計画した。この検討は、本申請においては
計画の段階で期間がきたため終了した。 
また、食物の選好を決定する過程に対して
視覚が果たす役割を検討するため、出荷量が
多く接触頻度が高いとみられる食物と、出荷
量が少なく接触頻度が少ないとみられる食
べ物に関して、写真刺激を用意し、この写真
に対する選好を２～３歳の乳児に対して検
討した。また、同様に写真刺激に対する選好
を、より初期の 6－8 ヶ月児に対しても検討
する目的で、写真の同時呈示による選好注視
法による検討も行った。その結果、2－3歳児
は果物の写真刺激について接触頻度が高い
食物を選好したが、6－8ヶ月児はその傾向が
見られなかった。この結果の違いには、食物



の接触経験が影響すると考えられる。これら
の結果を学会発表を経て論文化し、現在投稿
中である。 
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